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ご
あ
い
さ
つ

戚
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
去
る
平
成
二
四
年
(
二

O
コ
己
、
虞
瀬
淡
窓
の
末
弟
で
あ
る
虞
瀬
旭
荘
の
没
後
一
五

O
年
記
念
の
特
別
展
「
虞
瀬

旭
荘
|
東
遊
大
坂
池
田
|
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
こ
の
特
別
展
が
契
機
と
な
っ
て
旭
荘
の
四
男
・
虞
瀬
敬
四
郎
の
ご
子
孫
で
あ
る
虞
瀬
敬

一
様
か
ら
、
旭
荘
と
敬
四
郎
を
中
心
と
す
る
貴
重
な
史
資
料
を
ご
寄
託
い
た
だ
き
ま
し
た
。

鹿
瀬
旭
荘
は
二
五
歳
の
頃
、
威
宜
園
の
第
二
代
塾
主
と
な
り
ま
し
た
が
、
天
保
七
年
(
一
八
三
六
)
、
三

O
歳
の
時
に
東
遊
し
、
以
後
二
五
年
余
り
の

問
、
大
坂
・
江
戸
に
住
み
塾
を
聞
き
、
多
く
の
文
人
た
ち
と
交
誼
を
持
ち
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
間
、
山
陰
な
ど
諸
国
を
巡
遊
し
ま
し
た
。
旭
荘
に
は
漢

ば
同
と

ん

し

し

よ

う

に

つ

か

ん

さ

じ

び

ぽ

う

ろ

く

詩
集

『梅
域
詩
紗
』
、
日
記
で
あ
る

「日
間
噴
事
備
忘
録
」
な
ど
多
数
の
著
書
が
あ
り
ま
す
が
、
特
に
漢
詩
人
と
し
て
の
評
価
は
高
く
、
中
国
清
末
の

ゆ

え

つ

食
構
、
か

「東
国
詩
人
の
冠
」
と
激
賞
し
た
ほ
ど
で
し
た
。り

ん
が
い

旭
荘
に
は
六
男
三
女
が
あ
り
ま
し
た
が
、
長
男
の
林
外
(
孝
之
助
)
は
淡
窓
の
養
子
と
な
り
、
威
宜
園
の
第
四
代
塾
主
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
四
男
の

け
い
し
ろ
う

敬
四
郎
が
実
質
的
に
旭
荘
家
を
継
ぎ
ま
し
た
。

虞
瀬
敬
四
郎
は
嘉
永
四
年
(
一
八
五
一
)
に
大
坂
で
生
ま
れ
、
旭
荘
の
元
で
成
長
し
ま
す
が
、
文
久
三
年
(
一
八
六
三
)
の
旭
荘
没
後
、

一
家
で
日
田

に
引
き
上
げ
て
き
ま
し
た
。
敬
四
郎
は
威
宜
園
に
入
塾
し
て
、
兄
で
あ
る
虞
瀬
林
外
に
学
び
、
明
治
五
年
(
一
八
七
二
)
に
は
慶
慮
義
塾
に
横
田
国
臣
ら

共
に
入
社
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
地
方
官
吏
と
し
て
活
躍
し
各
地
ヘ
赴
任
す
る
中
、
愛
媛
県
・
熊
本
県
・
神
奈
川
県
に
お
い
て
は
収
税
長
を
務
め
ま
し

た
今
回
の
企
画
展
で
は
、

「
虞
瀬
旭
荘
・
敬
四
郎
文
庫
」
と
題
し
ま
し
て
、
旭
荘
に
関
わ
る
史
料
の
ほ
か
、
旭
荘
と
交
流
の
あ
っ
た
文
人
た
ち
ゃ
敬
四
郎

に
ま
つ
わ
る
史
料
に
つ
い
て
も
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

皆
様
に
は
、
こ
の
企
画
展
を
通
し
て
虞
瀬
旭
荘
と
敬
四
郎
の
足
跡
と
そ
の
人
物
像
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
機
会
と
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
ご
ざ

い
ま
す
。
最
後
に
、
こ
の
企
画
展
の
開
催
に
あ
た
り
、
貴
重
な
資
料
の
出
陳
を
快
諾
い
た
だ
き
ま
し
た
虞
瀬
敬
一
様
に
厚
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

平
成
二
九
年
二
月

威
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
名
誉
館
長

f麦

藤

e主才

有吉

俊

3 



『
康
瀬
旭
荘
・
敬
四
郎
文
庫
』

1
旭
荘
子
孫
に
伝
承
し
た
史
料
群

1

目

次

ご
あ
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長

後
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版

第
一
章

鹿
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四
郎
に
つ
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て

鹿
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敬
四
郎
V
の
父
・
旭
荘
と
は

旭
荘
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婚
姻
歴

敬
四
郎
誕
生

初
め
て
の
日
田
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戚
宜
園
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官
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と
し
て
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慶
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入
社

敬
四
郎
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家
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た
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現
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へ

第
二
章

「
鹿
瀬
旭
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・
敬
四
郎
文
庫
」
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品
資
料
図
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説
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文
献

21 31 30 24 22 21 17 

4 

凡

例本
書
は
、
平
成
二
九
年
二
月
一
六
日
(
木
)
(
)
三
月
一
三
日
(
金
)
ま
で
戚
宜
園
教

育
研
究
セ
ン
タ
ー
で
開
催
す
る
春
季
企
画
展
「
鹿
瀬
旭
荘
・
敬
四
郎
文
庫
」
の
展
示

解
説
書
で
あ
る
。

本
展
の
企
画
及
び
本
書
の
執
筆
・
編
集
は
主
に
溝
田
直
己
が
行
い
、
吉
田
博
嗣
が
補

佐
し
た
。

掲
載
写
真
等
は
、
資
料
所
蔵
者
及
び
関
係
機
関
よ
り
借
用
し
、
そ
の
他
の
写
真
は
雅

四

企
画
(
長
谷
川
正
美
氏
撮
影
)
に
委
託
し
た
。

出
品
資
料
の
写
真
図
版
は
、
巻
末
の
出
品
資
料
図
版
・
解
説
に
一
部
掲
載
し
た
。
ま

た
本
文
中
の
図
版
は
出
品
資
料
の
一
部
で
あ
り
、
展
示
解
説
に
必
要
な
参
考
資
料
と

し
て
出
品
資
料
以
外
の
写
真
も
掲
載
し
た
。

五

左
記
の
各
位
・
機
関
の
協
力
を
得
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

鹿
瀬
敬
一
・
公
益
財
団
法
人
虞
瀬
資
料
館
(
本
文
中
は
鹿
瀬
資
料
館
と
表
記
)

虞
瀬
貞
雄
・
中
島
龍
磨
・
鹿
瀬
洋
一
・
園
田
大
・
大
野
雅
之
・
二
宮
健
・
橋
本
千
和

子
・
松
井
公
男
・
藤
波
則
子
・
高
倉
幸
子
・
十
時
イ
ミ
・
重
松
路
子
・
酒
井
里
佳
・

財
津
美
穂
子
・
棲
井
み
ど
り
・
松
ケ
野
彩
(
順
不
同
・
敬
称
略
)
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第
一
章
鹿
瀬
敬
四
郎
に
つ
い
て

ひ
ろ
せ
け
い

し

ろ

う

き

ょ

く

そ

う

鹿
瀬
敬
四
郎
の
父
・
旭
荘
と
は
?

虞
瀬
旭
荘
は
文
化
四
年
(
一
八

O
七
)
五
月
一
七
日
に

豊
後
国
日
田
郡
豆
田
町
魚
町
の
虞
瀬
宗
家
第
五
世
の
三
郎

右
衛
門
貞
恒
(
長
春
庵
桃
秋
)
と
母
ユ
イ
の
八
男
と
し
て

た
ん
そ
う

生
ま
れ
下
活
4
園
を
聞
い
た
淡
窓
や
鹿
瀬
宗
家
第
六
世
を

継
い
だ
久
兵
衛
の
末
弟
に
あ
た
り
ま
す
。

旭
荘
は
長
兄
・
淡
窓
と
二
五
歳
差
、
次
兄
・
久
兵
衛
と

は
一
七
歳
と
年
齢
の
離
れ
て
お
り
、
旭
荘
は
名
を
謙
、
通

称
を
謙
吉
、
{
子
は
吉
甫
と
い
い
ま
し
た
。
初
め
は
秋
郎
と

ぽ
い
と
ん

号
し
て
、
次
い
で
旭
荘
や
梅
増
と
名
乗
り
ま
し
た
。
の
ち

に
秋
郎
の
号
に
つ
い
て
は
旭
荘
の
弟
子
の
一
人
で
あ
っ
た

柴
六
郎
(
柴
秋
郎
)
に
譲
っ
て
い
ま
す
。

文
政
六
年
(
一
八
二
三
)
、
旭
荘
が
一
七
歳
の
時
に
淡

窓
の
養
子
と
な
り
、
威
宜
園
の
塾
品
川
初
浦
佐
を
し
ま
し

た
。
二
二
歳
の
時
に
は
一
時
、
豊
前
浮
殿
(
大
分
県
宇
佐

市
周
辺
)
で
開
塾
し
、
翌
年
に
は
淡
窓
に
代
わ
っ
て
、
肥

前
田
代
の
対
馬
藩
校
・
東
明
館
で
教
授
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
旭
荘
二
四
歳
の
天
保
元
年
(
一
八
三

O
)
、

淡
窓
が
隠
居
を
し
て
自
身
の
勉
学
に
専
念
す
る
こ
と
、
淡

窓
自
身
が
長
福
寺
学
寮
に
お
い
て
教
授
を
始
め
た
年
齢
と

担
荘
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
理
由
に
塾
政
老
旭
荘
に

譲
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
す
。

し
か
し
、
旭
荘
が
事
塾
主
左
し
て
就
任
し
た
天
保
二
年

L
ま

ι~
キ
た
し

L
F
J
う

(
一
八
三

一
)
、
塩
谷
大
四
郎
日
田
代
官
(
の
ち
に
西
国

か

ん

ぷ

な

ん

筋
郡
代
に
昇
格
)
よ
り
「
官
府
の
難
」
と
呼
ば
れ
る
戚
宜
園

へ
の
教
育
介
入
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
新
塾
主
で
あ

る
旭
荘
と
そ
れ
を
支
え
た
淡
窓
に
と
っ
て
、
苦
し
い
状
況

が
続
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

結
果
と
し
て
、
こ
の
「
官
府
の
難
」
は
、
天
保
六
年

(
一
八
三
五
)
、
幕
命
で
塩
谷
代
官
が
江
戸
へ
戻
る
ま
で

続
き
ま
し
た
。
そ
し
て
旭
荘
は
塾
主
就
任
以
前
か
ら
抱
い

て
い
た
上
方
(
京
都
や
大
坂
な
ど
)
へ
の
遊
学
の
思
い
を

果
た
す
た
め
、
翌
天
保
七
年
四
月
、
三

O
歳
の
時
に
日
田

を
発
ち
、
堺
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

こ
れ
以
後
、
旭
荘
は
堺
に
二
年
、
大
坂
に
前
後
二
O

年
、
江
戸
に
三
年
ほ
ど
滞
在
し
て
、
私
塾
を
聞
き
教
授
に

務
め
ま
す
。
ま
た
旭
荘
は
病
弱
で
あ
っ
た
兄
・
淡
窓
と
は

異
な
り
、
そ
の
行
動
範
囲
は
と
て
も
広
く
、
日
本
各
地
に

そ
の
足
を
延
ば
し
お
り
、
様
々
な
人
々
と
交
流
を
持
ち
ま

し
た
。九

州
で
は
亀
井
昭
陽
(
福
岡
藩
)
、
樺
島
石
梁
(
久
留

米
藩
)
、
古
賀
穀
堂
(
佐
賀
藩
)
、
草
場
伺
川
(
佐
賀

藩
)
、
中
園
地
方
で
は
、
菅
茶
山
(
福
山
藩
)
、
頼
杏
坪

(
広
島
藩
)
、
村
田
清
風
(
長
州
藩
)
な
ど
が
い
ま
す
。

最
も
長
く
過
ご
し
た
大
坂
で
は
篠
崎
小
竹
、
藤
津
東

岐
、
那
波
網
川
、
後
藤
松
陰
、
安
藤
秋
里
、
間
瀬
松
響
、

篠
崎
前
堂
、
田
能
村
小
虎
(
直
入
)
、
奥
野
小
山
、
橋
本

香
城
、
鹿
瀬
筑
梁
、
菊
池
渓
琴
、
池
内
陶
所
、
松
林
飯

山
、
釈
龍
譲
、
月
性
、
新
宮
涼
廷
、
秋
元
秀
蔵
、
緒
方
洪

庵
、
阿
部
玄
民
、
小
田
海
催
、
中
西
耕
石
、
小
林
石
峰
、

田
中
秋
亭
、
北
尾
墨
香
(
備
高
)
、
手
塚
春
波
(
称
太
兵

衛
)
・
呉
北
渚
(
肥
前
屋
又
兵
衛
)
・
坂
上
九
山
(
平
野

屋
甚
左
衛
門
)
・
藤
井
藍
田
(
綿
屋
右
衛
門
)
・
高
松
肪

洲
(
白
粉
屋
長
左
衛
門
)
・
頼
左
采
員
、
鴻
池
善
右
衛
門

な
ど
が
い
ま
す
。

は
ぐ
ら
か
ん
ど
う
ま
つ
ざ
き
こ
う
ど
う

江
戸
で
は
羽
倉
簡
堂
、
松
崎
憐
堂
、
佐
藤
一
斎
・
古
賀

伺
庵
、
林
述
斎
・
林
復
斎
・
林
樫
宇
、
岡
本
花
亭
・
朝
川

善
庵
・
坪
井
誠
軒
・
井
上
総
州
・
筒
井
盤
渓
、
安
積
艮

斎
・
斉
藤
拙
堂
・
大
槻
磐
渓
・
野
田
笛
浦
・
沢
熊
山
・
梁

川
星
巌
・
菊
池
五
山
・
塩
谷
弘
蔵
・
佐
久
間
象
山
な
ど
枚

挙
に
い
と
ま
が
な
い
ほ
ど
、
旭
荘
は
多
く
の
文
人
と
交
流

し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
江
戸
後
期
を
代
表
す
る
文
人
と
関
わ
り
が

あ
っ
た
こ
と
が
旭
荘
の
日
記
や
随
筆
な
ど
か
ら
伝
わ
り
ま

す
が
、
旭
荘
の
四
男
で
あ
る
敬
四
郎
家
に
は
大
坂
の
文
人

ら
と
関
わ
り
の
あ
る
資
料
が
多
く
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

畠

(' 
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旭
荘
の
婚
姻
歴

旭
荘
は
生
涯
で
五
度
の
結
婚
を
し
て
い
ま
す
。
最
初
は

文
政
二
二
年
(
天
保
元
年
リ
一
八
三

O
)
一
一
月
に
筑
後

国
生
葉
郡
朝
田
村
(
福
岡
県
う
き
は
市
)
の
足
立
ア
サ
と

結
婚
し
ま
す
。
し
か
し
、
旭
荘
の
「
直
情
径
行
」
な
性
格

が
原
因
だ
っ
た
の
か
、
天
保
三
年
に
は
離
縁
し
て
い
ま

す。
二
番
目
の
妻

・
合
原
松
と
は
、
天
保
三
年
(
一
八
三
二
)

一
一
月
に
結
婚
し
て
い
ま
す
。
松
は
筑
後
国
吉
木
村

(
現
・
久
留
米
市
草
野
町
吉
木
)
の
若
宮
八
幡
宮
の
合

原
氏
の
娘
で
す
。
旭
荘
は
松
と
の
聞
に
二
男
一
女
を
も

う
け
ま
す
が
、
長
男
の
孝
之
助
(
の
ち
の
麗
瀬
林
外
)

以
外
は
幼
く
し
て
夫
逝
し
て
い
ま
す
。
天
保
一
四
年

(
一
八
四
三
)
に
大
坂
を
中
心
に
活
動
し
て
い
た
旭
荘
は

居
を
江
戸
に
移
し
て
、
翌
年
の
天
保
一
五
年
に
妻
・
松
を

江
戸
に
呼
び
寄
せ
ま
す
が
、
松
は
病
に
か
か
っ
て
し
ま

い
、
江
戸
で
死
別
し
て
い
ま
す
。
こ
の
時
、
松
は
ま
だ

二
九
歳
で
し
た
。
旭
荘
は
松
へ
の
憤
悔
と
哀
悼
の
思
い
を

し
た
た
め
た

『追
思
録
』
を
書
き
上
げ
、
日
田
に
残
し
た

息
子
・
孝
之
助
に
送
っ
て
い
ま
す
。

『追思録』
(公益財団法人庚瀬資料館蔵)

松
を
亡
く
し
た
翌
年
で
あ
る
弘
化
二
年
(
一
八
四
五
)
、

周
囲
か
ら
の
勧
め
も
あ
り
、
旭
荘
は
信
濃
国
向
聞
の
平
野

敬
と
三
度
目
の
結
婚
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
(
正
式
な

婚
姻
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
)
。
江
戸
か
ら
大
坂
へ
帰

っ
て
き
た
旭
荘
は
、
敬
と
の
聞
に
三
男
・
忠
三
郎
が
誕
生

し
ま
す
が
、
嘉
永
元
年
(
一
八
四
八
)
に
離
婚
し
て
い
ま

す
。
そ
の
後
、
日
田
で
養
育
し
て
い
た
忠
三
郎
も
五
歳
で

亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

再
び
独
身
と
な
っ
た
旭
荘
を
心
配
し
た
兄
・
久
兵
衛
は

妻
帯
を
勧
め
、
大
坂
の
友
人
や
門
下
生
ら
も
旭
荘
の
結
婚

の
世
話
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
様
々
な
縁
談
の
話
、
か
持
ち

上
が
り
ま
し
た
。
嘉
永
二
年
(
一
八
四
九
)
、
最
終
的
に

は
門
下
生
の
藤
井
藍
回
が
紹
介
し
た
播
磨
国
姫
路
の
播
磨

屋
の
木
村
(
山
名
)
瑛
子
と
四
度
目
の
結
婚
を
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
瑛
子
が
虞
瀬
敬
四
郎
の
母
と
な
る

人
物
で
す
。
旭
荘
は
瑛
子
と
の
聞
に
次
女
の
信
子
一在
、
も
う

け
ま
す
が
、
生
後
二
ヶ
月
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
結

局
、
旭
荘
は
瑛
子
と
も
嘉
永
四
年
(
一
八
五
一
)
五
月
に

離
婚
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
こ
の
時
、
瑛
子
は

四
男
・
敬
四
郎
を
身
寵
も
っ
て
お
り
、
旭
荘
は
そ
れ
を
知

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

瑛
子
と
離
婚
し
た
翌
月
、
旭
荘
は
日
田
へ
帰
省
し
て
い

ま
す
。
こ
の
時
、
旭
荘
は
文
政
六
年
(
一
八
二
三
)
来
、

淡
窓
の
養
子
と
な
っ
て
い
た
も
の
を
弟
に
復
し
、
旭
荘
の

長
男
で
あ
る
孝
之
助
を
淡
窓
の
養
子
と
し
ま
し
た
。

再
び
日
田
か
ら
大
坂
へ
向
か
っ
た
旭
荘
は
、
長
府

(
現
・
山
口
県
下
関
市
)
に
立
ち
寄
り
、
最
後
の
妻
と
な

る
清
水
瀧
と
の
婚
儀
を
進
め
て
、
瀧
を
連
れ
て
大
坂
ヘ
向

か
い
ま
し
た
。
大
坂
ヘ
戻
っ
た
旭
荘
は
前
妻
で
あ
る
瑛
子

が
敬
四
郎
を
生
ん
だ
こ
と
を
知
り
、
引
き
取
っ
て
育
て
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

清
水
瀧
と
の
聞
に
は
二
男

一
女
を
も
う
け
ま
す
が
、
一
二

女
の
義
子
は
天
逝
、
敬
四
郎
の
異
母
弟
と
な
る
五
男
・
正

吉
は
安
政
二
年
(
一
八
五
五
)
に
、
六
男
・
龍
吉
は
文
久

二
年
に
生
ま
れ
て
お
り
、
の
ち
に
敬
四
郎
・
正
吉
・
龍
吉

と
も
に
威
宜
園
で
学
ん
で
い
ま
す
。
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敬
四
郎
誕
生

嘉
永
四
年
(
一
八
五
一
)
、
一

O
月
一
七
日
、
虞
瀬
敬

四
郎
(
幼
名
・
仁
四
郎
)
は
旭
荘
と
四
番
目
の
妻
・
瑛
子

と
の
聞
に
四
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
敬
四
郎
の
家
に

伝
わ
る
履
歴
書
で
は
、
摂
津
国
西
成
郡
淡
路
町
の
生
ま
れ

と
あ
り
ま
す
が
、
敬
四
郎
が
生
ま
れ
た
時
に
は
も
う
す
で

に
旭
荘
と
瑛
子
は
離
縁
し
て
お
り
、
敬
四
郎
は
瑛
子
の
実

家
で
あ
る
姫
路
で
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
敬
四
郎
が
生
ま
れ

る
前
後
、
旭
荘
は
山
口
に
滞
在
し
て
お
り
、
最
後
の
妻
と

な
る
清
水
瀧
と
の
婚
儀
が
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
し
た
。

旭
荘
は
瀧
を
連
れ
て
大
坂
へ
戻
っ
た
の
ち
、
敬
四
郎
を
引

き
取
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
旭
荘
と
共
に
暮
ら

し
た
場
所
が
淡
路
町
津
村
北
之
坊
(
淡
路
町
御
霊
洞
畔
西

折
処
南
畔
)
で
し
た
。

敬
四
郎
は
大
坂
の
旭
荘
と
瀧
の
元
で
成
長
し
ま
す
。
嘉

永
五
年
(
一
八
五
二
)
に
は
妹
の
義
子
が
生
ま
れ
ま
す
が

夫
逝
、
安
政
二
年
(
一
八
五
五
)
に
弟
の
正
吉
が
大
坂
で

生
ま
れ
て
い
ま
す
。

御霊神社(大阪市中央区淡路町)



敬
四
郎
初
め
て
の
日
田

文
久
元
年
(
一
八
六
一
)
、
旭
荘
一
家
は
大
坂
で
暮
ら

し
て
い
ま
し
た
が
、
上
方
の
情
勢
、
か
不
安
定
に
な
っ
て
き

た
た
め
、
旭
荘
の
友
人
や
門
下
生
か
ら
、
二
度
目
田
へ
帰

る
こ
と
を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
旭
荘
は

二
月
に

一
家
で
日
田
へ
帰
る
こ
と
に
な
り
、
二
一
月
に
は

会
所
山
の
山
陰
に
「
雪
来
館
」
と
い
う
建
物
を
新
築
し
、
そ

こ
に
閑
居
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
の
頃
か
ら
旭
荘
は
「
雪
来
」
と
い
う
号
を
用
い
る
よ
う

に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
旭
荘
は
大
坂
へ
の

思
・い
が
強
か
っ
た
の
か
、
翌
文
久
二
年
(
一
八
六
二
)

一
O
月
に
は
再
び
一
家
で
大
坂
へ
戻
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
敬
四
郎
の
初
め
て
の
日
田
生
活
は
一
年
半
ほ
ど
で
終

わ
り
ま
し
た
。

旭荘一家が日田で暮らした雪来館跡
(日田市日高)

父
・
旭
荘
亡
く
な
る

大
坂
へ
戻
っ
た
旭
荘
た
ち
で
し
た
が
、
儒
学
者
の
池
内

陶
所
や
家
里
松
崎
明
が
尊
皇
撰
夷
の
過
激
派
か
ら
殺
害
さ
れ

た
こ
と
や
旭
荘
が
病
が
ち
で
あ
っ
た
た
め
、
門
下
生
か
ら

居
を
移
す
こ
と
を
強
く
勧
め
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
長
年
住

ん
だ
大
坂
の
地
を
離
れ
、
池
田
(
大
阪
府
池
田
市
)
へ
転

居
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

文
久
三
年
(
一
八
六
三
)
六
月
一
日
、
旭
荘
は
転
居
の

準
備
を
終
え
、
慣
れ
親
し
ん
だ
大
坂
の
地
を
離
れ
、
池
田

へ
向
か
い
ま
す
。
こ
の
日
は
旭
荘
の
門
下
生
で
あ
っ
た
鼎

金
城
(
画
家
、
旭
荘
に
経
学
・
詩
文
を
学
ぶ
)
の
葬
儀
が

あ
っ
た
た
め
、
葬
儀
の
の
ち
に
敬
四
郎
と
門
下
生
の
森
秀

三
(
光
吉
文
龍
)
と
共
に
池
田
の
新
居
へ
向
か
い
ま
し

た。
住
居
は
伊
居
太
神
社
(
大
阪
府
池
田
市
綾
羽
)
近
く
の

「
宮
の
下
」
に
家
を
借
り
ま
し
た
。
旭
荘
の
池
田
に
お
け

る
生
活
は
病
に
悩
ま
さ
れ
る
日
々
で
し
た
。
池
田
で
は
塾

を
聞
き
新
た
な
門
下
生
を
と
る
こ
と
も
な
く
、
池
田
に
移

居
し
て
か
ら
数
ヶ
月
後
で
あ
る
八
月
一
七
日
の
朝
五
ツ
時

(
午
前
八
時
頃
)
、
旭
荘
は
五
七
歳
で
な
く
な
り
ま
し

た。
池
田
へ
転
居
す
る
前
後
の
記
録
と
し
て
、
旭
荘
の
学
僕

で
あ
っ
た
森
秀
三
が
書
き
残
し
た
『
旭
荘
公
(
翁
)
逝
去

前
後
ノ
日
誌
』
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
記
録
に
は
旭
荘
の
亡

く
な
る
前
後
の
動
静
が
詳
し
く
書
か
れ
て
お
り
、
そ
こ
に

は
敬
四
郎
の
姿
も
見
え
ま
す
。
旭
荘
が
亡
く
な
っ
た
後
、

門
不
生
の
聞
で
墓
所
の
相
談
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結

果
、
旭
荘
が
長
年
住
ん
だ
大
坂
へ
の
埋
葬
を
主
張
し
、

天
王
寺
(
大
阪
市
天
王
寺
区
茶
臼
山
)
に
あ
る
邦
福
寺

(
現
・
統
園
寺
)
に
葬
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
際
、
旭
荘
が
生
前
に
使
っ
て
い
た
水
晶
の
印
や
朱
肉
入

れ
、
硯
、
蝋
石
製
文
鎮
、
眼
鏡
な
ど
の
遺
愛
品
が
納
め
ら

れ
ま
し
た
。
長
男
の
林
外
も
九
月
一

一
日
、
日
田
よ
り
か

け
つ
け
て
い
ま
す
。

旭
荘
、
か
亡
く
な
っ
た
後
、
残
さ
れ
た
妻
の
瀧
や
敬
四
郎

は
そ
の
弟
で
あ
る
正
吉
・
龍
吉
を
連
れ
て
日
田
へ
戻
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
日
田
に
戻
っ
た
旭
荘
遺
族
ら
は
、
中

洲
(
現
在
の
日
田
市
・
中
之
島
町
)
で
生
活
す
る
こ
と
に

な
っ
た
よ
う
で
す
。
か
つ
て
こ
の
中
洲
に
は
、
旭
荘
が
梅

を
植
え
て
梅
林
に
し
た
こ
と
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
旭
荘
が
日
田
を
あ
と
に
す
る
際
、
五
岳
に
梅
林
を

口
問
)

遺
蔵

た
館

れ
料

ら
資

め
瀬

納
庫

に
人

墓
法

の
団

荘
財

旭
益

瀬
公

虞

(

亀山橋から望む中洲
(日田市大字庄手中ノ島)

虞瀬旭荘墓
邦福寺(現・統園寺)
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託
し
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

戚
宜
園
入
塾

旭
荘
が
亡
く
な
っ
た
文
久
三
年
(
一
八
六
一
二
)
、
敬
四

郎
は
、
二
二
歳
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
家
族
で
引
き
上
げ

て
き
た
の
ち
、
敬
四
郎
は
戚
宜
園
に
入
門
し
て
い
ま
す
。

敬
四
郎
の
入
門
簿
が
残
っ
て
い
な
い
た
め
、
正
確
な
入
門

時
期
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
敬
四
郎
の
兄
で
あ
る
鹿
瀬
林

外
の
日
記
、
文
久
四
年
(
元
治
元
年
H

一
八
六
四
)
一
月

九
日
条
に
「
仁
四
郎
入
塾
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
頃

に
正
式
に
入
塾
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
慶
応
二
年

(
一
八
六
六
)
四
月
の
月
日
一
評
に
は
「
甚
(
仁
)
四
郎
」

の
名
で
、
一
」
権
五
級
上
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
明
治

四
年
(
一
八
七
一
)
四
月
の
月
日
一
評
に
は
敬
四
郎
の
名
で

三
権
八
級
下
に
昇
級
し
て
い
る
の
が
確
認
で
き
ま
す
。

ま
た
林
外
の
日
記
か
ら
、
慶
応
二
年
八
月
四
日
に
幼
名

の
仁
四
郎
か
ら
敬
四
郎
に
改
名
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
威
宜
園
の
職
任
で
は
、
東
塾
長
や
司
計
、
権
舎
長

な
ど
を
務
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

敬
四
郎
の
異
母
弟
で
あ
る
正
吉
も
戚
宜
園
に
入
門
し
て

い
ま
す
。
入
門
年
は
不
明
で
す
が
、
慶
臆
二
年
四
月
の
月

旦
評
で
は
無
級
に
名
が
み
え
る
の
で
、
慶
臆
二
年
三
月
頃

の
入
門
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
明
治
四
年
の
月
旦
評
で
は
四
級
下
に
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

一
番
下
の
弟
で
あ
る
龍
吉
に
つ
い
て
は
、
入
門
簿
、
か
残

っ
て
お
り
、
明
治
三
年
(
一
八
七

O
)
九
月
七
日
に
入
門

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
紹
介

者
に
は
「
甚
(
仁
)
四
郎
」
と
あ
り
、
弟
の
紹
介
者
に
敬

72す
ゆ匂，"、

基 f合理L
Itt多
康瀬龍吉入門簿

1す千J川河四求手3Fdf会胡
な

本A vyr・5 系、
伊 z f i 

h 子市?イ巧:?:家
nL  h本hhlEL}れ:tぞVfY72YEY窃
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間;jjjbii;ii伊iiiiGU;iH家
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(公益財団法人虞瀬資料館蔵)
旭荘の遺児である敬四郎(七級)、正吉(四級)、
龍吉(無級)の 3人の名前が見える。また八級に
は清浦査吾(釈普寂)が掲載されている。

四
郎
が
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

鹿
勝
義
塾
入
社

威
宜
園
で
学
ん
で
い
た
敬
四
郎
で
し
た
が
、
明
治
五
年

(
一
八
七
二
)
八
月
八
日
に
同
じ
く
戚
宜
園
門
下
生
で
あ

っ
た
横
田
国
臣
(
の
ち
大
審
院
長
官
)
や
田
代
丈
吉
ら
と

同
日
付
で
慶
応
義
塾
に
入
社
し
ま
す
。
慶
応
義
塾
に
お
い

て
、
威
宜
園
の
入
門
簿
に
相
当
す
る
「
慶
応
義
塾
入
社

帳
」
と
い
う
史
料
が
残
っ
て
お
り
、
入
社
に
あ
た
っ
て
、

「
入
社
誼
人
ノ
姓
名
」

(
威
宜
園
の
紹
介
者
に
相
当
)
を

書
く
欄
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
は
「
東
京
第
四
大
区
一
小

区
駿
河
台
甲
賀
町
寄
宿
虞
瀬
孝
正
院
八
等
出
仕
」
と
あ

り
、
敬
四
郎
の
兄
・
鹿
瀬
林
外
が
保
証
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。
林
外
は
、
明
治
五
年
に
戚
宜
園
を
唐
川
即
定
に
託
し

て
、
洋
学
や
「
晶
子
制
」
の
視
察
の
た
め
に
上
京
し
た
こ
と

が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
長
三
洲
の
斡
旋
に
よ
り
、
東

京
大
学
史
料
編
纂
所
の
前
身
に
あ
た
る
、
太
政
官
正
院
に

務
め
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
入
社
帳
の
記
録

に
よ
り
、
林
外
が
正
院
に
八
等
で
出
仕
し
て
い
た
こ
と
、
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ま
た
駿
河
台
甲
賀
町
(
現
在
の
東
京
都
千
代
田
区
神
田
駿

河
台
)
に
寄
宿
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

敬
四
郎
ら
以
外
で
慶
応
義
塾
に
入
社
し
た
威
宜
園
関
係

の
人
物
は
管
見
の
限
り
、
明
治
八
年
九
月
入
社
の
小
栗
香

平
(
日
田
豆
田
町
土
族
小
栗
憲
一
長
男
、
証
人
は
小
栗
憲

一
)
、
同
年
一

O
月
の
鹿
瀬
槙
蔵
(
大
分
県
豊
後
国
第
八

大
区
五
小
区
日
田
郡
堀
田
村
六
百
五
十
一
番
地
贋
瀬
範
治

長
男
、
証
人
は
朝
吹
英
二
)
が
い
ま
す
。

慶
麿
義
塾
に
お
い
て
勉
学
に
励
ん
で
い
た
敬
四
郎
で
す

が
、
明
治
八
年
(
一
八
七
五
)
に
慶
応
義
塾
よ
り
埼
玉
県

中
学
校
に
教
員
と
し
て
派
遣
さ
れ
ま
す
。
当
時
の
慶
応
義

塾
は
英
学
を
学
ぼ
う
と
す
る
者
が
集
ま
っ
て
き
て
お
り
、

多
数
の
英
学
者
を
輩
出
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
全
国
に

様
々
な
学
校
が
開
設
さ
れ
る
中
、
英
学
教
師
を
招
く
場

合
、
慶
応
義
塾
か
ら
の
派
遣
に
頼
っ
て
い
た
と
い
う
の
が

現
状
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
派
遣
さ
れ
る
人
物
は
た
だ

教
職
員
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
学
校
の
創
設
に
あ
た
っ
て

の
各
種
相
談
や
そ
の
経
営
ま
で
全
面
的
に
委
託
さ
れ
る
も

の
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
敬
四
郎
が
埼
玉
県
中
学
に
お
い

て
ど
の
よ
う
な
教
育
活
動
を
し
た
か
は
定
か
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
明
治
一

O
年
(
一
八
七
七
)
二
月
に
は
、
群
馬

県
に
任
官
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ま
で
に
は
埼
玉
県
中
学

で
の
教
職
員
生
活
は
終
わ
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

官
吏
と
し
て
奉
職

【
群
馬
県
時
代
】

明
治
一

O
年
(
一
八
七
七
)
二
月
二
二
日
、
鹿
瀬
敬
四

郎
は
群
馬
県
第
五
課
に
七
等
で
出
仕
し
、
師
範
学
校
副
長

も
併
せ
て
任
命
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
敬
四
郎
の
威
宜

園
や
慶
応
義
塾
、
埼
玉
県
中
学
な
ど
の
経
歴
が
関
係
し
て

い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

敬
四
郎
は
小
学
校
や
中
学
校
の
試
験
監
督
や
新
し
い
学

校
の
開
校
式
、
学
事
を
奨
励
す
る
た
め
各
地
域
へ
の
出
張



や
教
育
会
議
へ
の
出
張
な
ど
を
精
力
的
に
行
っ
て
お
り
、

主
に
教
育
行
政
で
そ
の
能
力
を
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

明
治
一
三
年
(
一
八
八
O
)
二
月
、
敬
四
郎
は
大
蔵
省

へ
出
向
す
る
と
と
に
な
り
、
群
馬
県
で
の
勤
務
を
終
え
て

い
ま
す
。

【大
蔵
省

・
租
税
局
時
代
〕

明
治
二
二
年
(
一
八
八
O
)
二
月
、
敬
四
郎
は
群
馬
県

か
ら
大
蔵
省
の
租
税
局
(
の
ち
に
主
税
局
に
改
称
)
へ
出

向
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
、
大
蔵
省
に
は
日
田
出
身
で

威
宜
園
に
も
学
ん
だ
中
村
元
雄
、
が
い
ま
し
た
。
中
村
は
大

蔵
・
内
務
官
僚
と
し
て
活
躍
し
、
群
馬
県
知
事
や
貴
族
院

議
員
を
務
め
た
人
物
で
す
。
も
し
か
し
た
ら
、
敬
四
郎
の

群
馬
県
か
ら
大
蔵
省
へ
の
出
向
に
中
村
が
関
係
し
て
い
た

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

同
年
の
一

O
月
、
敬
四
郎
は
仙
台
出
張
所
に
勤
務
し
、

東
北
地
方
を
担
当
し
ま
す
。
翌
年
の
一
四
年
八
月
に
は
静

岡
出
張
所
に
転
勤
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
明
治
一
七
年
(
一
八
八
四
)
五
月
に
大
蔵
省

に
主
税
局
が
置
か
れ
、
敬
四
郎
は
二
等
に
任
命
さ
れ
勤
務

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
同
年
七
月
に
は
愛
媛
県
収
税

長
、
明
治
一
九
年
(
一
八
八
六
)
一
一
月
に
は
熊
本
県
収

税
長
、
明
治
二
三
年
(
一
八
九
O
)
に
は
神
奈
川
県
収
税

長
を
務
め
ま
す
。

敬
四
郎
は
、
大
蔵
省
に
出
向
以
降
、
酒
造
検
査
井
酒
類

検
査
監
査

・
証
券
印
紙
税
其
他
雑
税
検
査
方
監
査
の
職
、

国
税
領
収
、
煙
草
印
紙
貼
用
検
査
方
監
査
、
文
官
普
通
試

験
委
員
、
会
計
主
務
官
(
大
蔵
省
熊
本
県
)
な
ど
の
多
岐

に
一日
一る
業
務
に
関
わ
り
、
そ
の
能
力
を
遺
憾
な
く
発
揮
し

ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
神
奈
川
県
収
税
長
老
務
め
て
い
た
明
治

二
七
年
(
一
八
九
四
)
一
月
一
七
日
、
敬
四
郎
は
四
二
歳

の
若
さ
で
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

敬
四
郎
の
家
族
た
ち

父
・
旭
荘
が
亡
く
な
っ
た
後
、
旭
荘
家
を
継
い
だ
の
は

敬
四
郎
で
し
た
。
敬
四
郎
に
は
二
人
の
異
母
弟
、
が
い
ま
し

た
。
五
男
の
正
吉
は
、
威
宜
園
で
学
ん
だ
の
ち
、
陸
軍
に

務
め
て
予
備
役
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
明
治
一
一
一

年

(
一
八
八
八
)
七
月
一
七
日
、

山
口
市
石
観
音
町
の
病

院
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
享
年
三
四
歳
で
し
た
。

六
男
の
龍
吉
も
兄
た
ち
と
同
様
に
戚
宜
園
で
学
ん
で
お

り
、
明
治
三
一年
(
一
八
七

O
)
九
月
七
日
の
入
門
簿
が
残

っ
て
い
ま
す
。
兄
で
あ
る
敬
四
郎
(
入
門
簿
の
記
述
は
幼

名
の
甚
(
仁
)
四
郎
)
が
紹
介
者
と
な
り
、
九
歳
で
威
宜

園
に
入
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
明
治
一
九
年
に
は
陸

軍
少
尉
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。
最
終
的

に
は
善
通
寺
連
隊
区
司
令
宮

・
歩
兵
中
佐
を
務
め
て
い
ま

す
。
そ
の
後
は
福
井
県
鯖
江
市
に
住
み
、
実
母
で
あ
る
瀧

と
共
に
暮
ら
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
ち
な
み
に
龍
吉
の
子

供
の
貞
年
は
、
海
軍
兵
学
校
に
入
り
、
太
平
洋
戦
争
の
際

に
は
重
巡
洋
艦
・
筑
摩
の
副
長
老
務
め
て
い
ま
す
。

敬
四
郎
は
群
馬
県
に
務
め
て
い
た
明
治

二
二
年

(
一
八
八
O
)
九
月
二
日
、
妻
セ
ウ
(
安
政
四
年
二
月
六

日
生
)
と
結
婚
し
、
長
女

・
順
、
長
男
・
巻
之
、

二
女
・

啓
、
三
女

・
敏
の
一
男
三
女
を
も
う
け
ま
す
。

長
男
の
巻
之
は
、
明
治

一
七
年
(
一
八
八
四
)
に
敬
四

郎
が
赴
任
し
て
い
た
静
岡
で
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
巻
之

は
、
明
治
四
一
年
(
一
九
O
八
)
に
香
川
県
立
丸
亀
中
学

校
を
卒
業
し
た
の
ち
、
東
京
獣
医
学
校
獣
医
科
を
卒
業
し

て
獣
医
と
な
り
ま
す
。
新
潟
県
・
群
馬
県
・
石
川
県

・
山

形
県
に
て
、
衛
生
技
手
や
警
察
部
衛
生
課
な
ど
に
奉
職
し

て
い
ま
す
。
巻
之
は
、
昭
和

一
二
年
(
一
九
三
七
)
四
月

一
一
日
、
山
形
県
在
職
中
に
五
四
歳
で
亡
く
な
り
ま
し

た
。

寄託資料の中から見つかった横浜で撮影された写
真 (敬四郎の最期の赴任地が神奈川県横浜である
ことから、 写っているのは敬四郎の妻子たちであ
ろうか)

現
在
ヘ

巻
之
は
二
男
一
女
を
も
う
け
て
お
り
、
長
男
の
建
吉

は
淡
窓
の
名
で
あ
る

「建
」
と
旭
荘
の
通
称
・
謙
吉
の

「吉
」
を
と
り
、
「
建
吉
」
と
命
名
さ
れ
た
こ
と
が
伝
わ

っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
現
在
は
建
吉
の
長
男
で
あ
る
鹿
瀬

敬
一
氏
の
元
に
旭
荘

・
敬
四
郎
に
関
わ
る
貴
重
な
史
料
群

が
引
き
継
が
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
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第
二
章

廃
瀬
旭
荘
・
敬
四
郎
文
庫
と
は

平
成
二
四
年
(
二

O
一
二
)
、
戚
宜
園
教
育
研
究
セ
ン

タ
ー
で
は
、
威
宜
圏
第
二
代
塾
主
で
あ
る
鹿
瀬
旭
荘
の
没

後
一
五

O
年
記
念
の
特
別
展
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
特
別
展
を
き
っ
か
け
に
旭
荘
の
四
男
・
敬
四
郎
の

ご
子
孫
で
あ
る
鹿
瀬
敬
一
氏
よ
り
日
田
市
に
問
い
合
わ
せ

が
あ
り
、
東
京
の
ご
自
宅
を
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会

を
得
ま
し
た
。

影撮白
川

円

t
u

年
宅

3

門口
1
i

'l
l
n
u
 

手
ヘ
フ
』

一
町

敬
福

頼
永

虞
一
血杉都古小東

調
査
の
結
果
、
旭
荘
自
身
に
関
わ
る
も
の
や
長
年
暮
ら

し
た
大
坂
で
交
流
の
あ
っ
た
文
人
た
ち
の
史
料
が
多
く
発

見
さ
れ
ま
し
た
。
田
能
村
直
入
や
鼎
金
城
な
ど
の
画
人
、

篠
崎
小
竹
や
後
藤
松
陰
、
藤
津
東
骸
な
ど
の
儒
学
者
・
漢

詩
人
な
ど
の
資
料
が
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
交
流
の
あ
っ

た
文
人
た
ち
よ
り
贈
ら
れ
た
巻
子
(
巻
物
)
類
で
は

一
0

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
が
三
本
も
見
つ
か
り
、
旭
荘
の

交
友
関
係
を
知
る
上
で
大
変
貴
重
な
も
の
で
す
。
ま
た
敬

四
郎
に
関
わ
る
掛
軸
な
ど
も
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
平
野

五
岳
や
長
三
洲
、
横
田
園
臣
な
ど
戚
宜
園
と
関
わ
り
の
あ

る
人
々
と
の
交
流
が
明
治
時
代
に
入
っ
て
も
続
い
て
い
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

そ
の
他
に
は
旭
荘
が
愛
用
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
眼

鏡
や
安
政
三
年
(
一
八
五
六
)
に
息
子
た
ち
に
宛
て
た
旭

荘
の
遺
言
書
(
林
外
に
よ
る
写
し
か
)
や
亡
く
な
る
直
前

に
書
き
上
げ
ら
れ
た
考
え
ら
れ
る
書
な
ど
、
貴
重
な
資
料

が
多
く
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
、
日
田
市
に
寄
託
い
た
だ
い
た
こ
の
史
料
群
に
つ

い
て
、
「
虞
瀬
旭
荘
・
敬
四
郎
文
庫
」
と
名
付
け
ま
し
た
(
以

下
、
「
文
庫
」
と
記
す
)
。

子
ま
ず
「
文
庫
」
の
中
心
を
な
す
の
が
三
四
件
五
一
本
に

峨
及
ぶ
旭
荘
や
敬
四
郎
に
関
わ
る
掛
軸
や
巻
子
類
で
す
。
今

駒
田
の
展
示
に
お
い
て
も
こ
の
史
料
群
在
中
心
に
展
示
し
て

慨
お
り
、
大
坂
で
交
流
の
あ
っ
た
文
人
た
ち
の
資
料
も
こ
の

史
資
料
群
に
含
ま
れ
ま
す
。
敬
四
郎
の
孫
に
あ
た
る
虞
瀬
建

吉
氏
(
敬
一
氏
の
父
)
と
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
史
料

群
の
中
か
ら
見
つ
か
っ
た
「
書
画
掛
軸
目
録
」
と
い
う
資

料
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
目
録
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
掛
軸
・

巻
子
類
の
ほ
と
ん
ど
が
、
現
存
し
て
鹿
瀬
敬
一
氏
の
元
に

伝
わ
っ
て
お
り
、
現
代
に
最
も
近
8
1
1
1
1
1
1

い
時
期
に
整
理
さ
れ
た
目
録
だ
と
一
-
払
か

-
岨
晶
帽
宇
す

一

『

晶

畑

正

A
事
品
庁

τ

L
T
4
3
E章
吾
平
・

者
品
開
成
拘
目
縁

書画掛軸目録
(魔瀬旭荘・敬四郎文庫)

考
え
ら
れ
ま
す
。

行
李「

鹿
瀬
」
と
墨
書
き
さ
れ
た
大
き
い
行
李
の
中
か
ら
は
、

一
部
江
戸
後
期
の
も
の
を
含
み
ま
す
が
、
明
治
期
の
書
籍

を
中
心
と
し
た
資
料
群
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

昭
和
三

0
年
代
ぐ

ら
い
ま
で
の
手
紙

や
葉
書
な
ど
雑
多

な
も
の
が
多
く
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

主
に
敬
四
郎
の
息

け
ん
し

子
で
あ
る
巻
之
関

係
の
も
の
が
多
数

を
占
め
ま
す
。

鹿
瀬
建
吉
鞄

「
鹿
瀬
建
吉
」
と
書
か
れ
た
鞄
の
中
か
ら
は
、

珍
蔵
」
の
蔵
書
印
が

そ

う

じ

い

押
さ
れ
た
『
草
字
量
』

や
旭
荘
の
漢
詩
集
で

ぽ
い
と
ん
し
し
よ
う

あ
る
『
梅
増
詩
紗
』

な
ど
が
収
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
林

外
や
敬
四
郎
の
雑
記
、

敬
四
郎
や
そ
の
息
子

弓 圃圃圃圃圃・-

主主?咽
圃-ご 済CRI

園
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で
あ
る
巻
之
の
辞
令
な
ど
江

後
期
か
ら
昭
和
一

0
年
代
ま

の
様
々
な
資
料
が
見
つ
か
っ

い
ま
す
。

特
に
こ
の
中
か
ら
は
、
旭

が
使
用
し
て
い
た
と
思
わ
れ

眼
鏡
や
大
坂
の
長
柄
で
漁
の

に
引
っ
か
か
っ
て
発
見
さ
れ

キ
ャ
ン
ド
ル
ス
ナ
ッ
プ
ァ

l

体
と
そ
の
時
の
経
緯
を
記
し

旭
荘
の
日
記
『
日
間
噴
事
備

録
』
の
原
稿
と
そ
の
ス
ケ
ツ

が
あ
り
ま
す
。

そ
の
記
録
に
よ
る
と
天

一
三
年
(
一
八
四
二

)
1嘉

六
年
(
一
八
五
三
)
の
聞
の

月
二
六
日
に
大
坂
長
柄
の
下

付
近
で
、
漁
の
網
に
謎
の
物

が
か
か
っ
て
い
た
こ
と
が
記

れ
て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な

緯
で
旭
荘
の
元
に
そ
の
物
体

持
ち
込
ま
れ
た
か
は
わ
か
り

せ
ん
が
、
旭
荘
は
周
囲
の
友

に
そ
の
用
途
を
尋
ね
る
も
誰

結
論
を
出
す
乙
と
は
出
来
ま

ん
で
し
た
が
、
日
本
の
物
で

な
く
、
「
洋
物
」
で
あ
ろ
う
と
い

『草字藁』と旭荘蔵書印「旭荘珍蔵」

う
こ
と
で
一
致
し
て
い
ま
す
。

こ
の
物
体
の
正
体
は
ろ
う
そ
く

の
火
を
消
す
道
具
・
キ
ャ

ン
ド

ル
ス
ナ
ッ
プ
ァ
!
で
し
た
が
、

そ
の
箱
状
に
な
っ
て
い
る
部
分

に
書
か
れ
て
い
る
文
字
が
、
オ

ラ
ン
ダ
語
で
は
な
い
か
と
推
測

し
た
旭
荘
ら
は
、
友
人
で
あ
る

緒
方
洪
庵
に
そ
の
用
途
と
文
字

に
つ
い
て
尋
ね
る
も
、
洪
庵
か

ら
も
わ
か
ら
な
い
と
い
う
返
答
で
し
た
。
結
局
、
結
論
、
か

出
な
か
っ
た
た
め
、
乙
の
話
し
は
う
や
む
や
に
な
り
、
こ

の
時
の
日
記
の
原
稿
や
ス
ケ
ッ
チ
、
ま
た
キ
ャ
ン
ド
ル
ス

ナ
ッ
プ
ァ
!
本
体
も
旭
荘
家
に
そ
の
ま
ま
保
管
さ
れ
、
子

孫
の
家
に
伝
わ
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
虞
瀬
建
吉
鞄
か
ら
は
、
旭
荘
が
息
子
た
ち

へ
の
遺
言
と
し
て
書
き
残
し
た
も
の
の
写
し
で
あ
る
「
御

遺
置
書
付
之
写
」
や
「
御
教
戒
書
」
も
見
つ
か
り
ま
し
た。

「
御
遺
置
書
付
之
写
」
と
は
、
安
政
三
年

(
一
八
五
六
)

に
大
坂
よ
り
兄
・
淡
窓
の
見
舞
い
の
た
め
に
日
田
に
帰
っ

て
き
た
旭
荘
が
、
自
身
の
身
の
上
に
万
が
一
の
こ
と
が

あ
っ
た
時
の
た
め
に
備
え
て
、
三
人
の
子
供
で
あ
る
孝
之

助
(
林
外
)
・
仁
(
敬
)
四
郎
・
正
吉
に
宛
て
た
遺
言
の

写
し
で
す
。
旭
荘
直
筆
の
も
の
と
思
わ
れ
る
も
の
は
、
公

益
財
団
法
人
虞
瀬
資
料
館
に
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

「
御
教
戒
書
」
は
戚
宜
園
の
塾
主
を
務
め
て
い
た
鹿
瀬

青
郁
が
江
戸
へ
の
遊
学
の
た
め
、
塾
政
を
鹿
瀬
林
外
が
預

抄日間噴事録七月二日則・ スケッチ

キャン ドルスナッファー

か
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
旭
荘
は
、
息

子
で
あ
る
林
外
に
対
し
て
、
様
々
な
助
言
老
行
っ
た
の
が

本
資
料
で
す
。

自
身
の
経
験
に
基
づ
く
助
言
の
ほ
か
、
旭

荘
の
後
妻
で
あ
る
継
母
に
対
し
て
、
も
っ
と
よ
く
仕
え
る

よ
う
に
と
も
苦
言
を
呈
し
て
お
り
、

旭
荘
の
塾
運
営
の
考

え
方
や
家
族
観
を
知
る
上
で
大
変
貴
重
な
史
料
で
す
。

御遺置書付之写
(庚瀬旭荘書の写し)

御教戒書
(虞瀬孝之助宛)

以
上
、
「
文
庫
」
を
構
成
す
る
資
料
群
の
う
ち
、
ま
と
ま
っ

た
も
の
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
し
た
が
、
鹿
瀬
敬
一
氏
宅
か

ら
は
、

「
蔵
書
目
録
附
書
画
幅
目
録
」
(
元
冶
元
年
正
月
)
、

「
中
洲
家
具
目
録
」
(
慶
応
四
年
)
、
「
書
画
掛
物
目
録
」
(
明

治
九
年
三
月
二
四
日
)
、
「
蔵
書
目
録
」
な
ど
が
発
見
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
目
録
に
は
、
日
田
虞
瀬
家
に
現
在
伝

わ
っ
て
い
る
家
具
類
も
見
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
目
録
類

は
威
宜
園
に
関
わ
る
掛
軸
や
蔵
書
を
知
る
上
で
有
益
な
史

料
で
す
。
ま
た
旭
荘
や
敬
四
郎
に
関
す
る
多
く
の
書
簡
類

も
発
見
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

今
後
も

「文
庫
」
の
資
料
整

理
を
引
き
続
き
進
め
て
参
り
ま
す
。
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出
品
資
料
図
版
・
解
説

1
.
鹿
瀬
淡
窓
・
旭
荘
・
林
外
書

威
宜
園
を
創
設
し
た
虞
瀬
淡
窓
、
二
代
塾
主
を
務
め
た
旭
荘
、

旭
荘
の
長
男
で
の
ち
に
淡
窓
の
養
子
と
な
り
四
代
塾
主
を
務

め
た
林
外
の
書
。
旭
荘
の
書
に
壬
成
仲
秋

(
文
久
二
年
八
月

頃
)
、
号
も

「山
陰
老
人
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
会
所
山
の
山

陰
「
雪
来
館
」
に
い
た
頃
で
あ
ろ
う
。
文
庫
の
中
か
ら
見
つ

か
っ
た
目
録
の
中
に
「
旭
荘
林
外
書
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
後

年
に
な
っ
て
、
淡
窓
の
書
を
貼
り
合
わ
せ
て
、

仕
立
て
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
※
巻
頭
写
真
犯
参
照

2
.
虞
瀬
旭
荘
書
画
「
夢
登
富
山
」

虞
瀬
旭
荘
書
画
の
富
士
山
図
。
旭
荘
、
か
「
夢
登
富
山
」
と
題

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
夢
の
中
で
富
士
山
に
登
り
、
そ
の
情

景
を
描
い
た
も
の
か
。
※
巻
頭
写
真
訂
参
照

3
.
抄
日
間
瑛
事
備
録
七
月
二
日
一
則

キ
ャ
ン
ド
ル
ス
ナ
ッ
プ
ア
1

虞
瀬
旭
荘
の
日
記

『
日
開
演
事
備
忘
録
』
の
草
稿
と
キ
ャ
ン

ド
ル
ス
ナ
ッ
プ
ア
1
。
こ
の
草
稿
に
よ
る
と
、
六
月
二
六
日
、

長
柄
(
大
阪
市
北
区
)
の
下
流
で
、
漁
の
網
に
謎
の
物
体
が

か
か
っ
た
。
旭
荘
は
そ
の
物
体
の
重
さ
や
形
状
を
計
り
、
寸

法
を
記
述
し
、
ス
ケ
ッ
チ
を
残
し
て
い
る
。
友
人
ら
と
協
議

し
て
、
「
洋
物
」
で
あ
ろ
う
と
判
断
し
て
い
る
。
あ
る
者
の
意

見
で
は
ろ
う
そ
く
の
火
を
男
る
道
亘
(
、
あ
る
い
は
武
器
で
は

な
い
か
と
の
意
見
が
出
た
が
、
友
人
の
緒
方
洪
庵
に
尋
ね
る

も
、
結
局
そ
の
用
途
に
つ
い
て
は
結
論
が
で
な
か
っ
た
。
こ

の
物
体
の
正
体
は
、
キ
ャ
ン
ド
ル
ス
ナ
ッ
プ
ァ

l
(
ろ
う
そ

く
の
火
消
し
)
で
あ
る
。
旭
荘
が
保
管
し
て
い
た
も
の
が
そ

の
ま
ま
子
孫
家
に
伝
わ
っ
た
も
の
。
※
巻
頭
写
真
4
参
照

4
.

田
能
村
小
虎
(
直
入
)
画
「
西
下
図
」

田
能
村
直
入
(
一
八
一
四

1
一
九
O
七
)
。
南
画
家
。
豊
後
国

直
入
郡
竹
田
町
生
。
旧
姓
は
三
宮
。
本
名
は
療
。
号
は
直
入

山
樵
、
小
虎
山
人
な
ど
。
九
歳
で
田
能
村
竹
田
に
師
事
し
、

養
嗣
子
と
な
っ
て
田
能
村
姓
を
称
す
る
。
師
の
竹
田
が
亡
く

な
っ
た
後
、
遊
歴
し
た
の
ち
大
坂
に
落
ち
着
き
、

旭
荘
と
交

流
が
あ
っ
た
。
本
図
は
嘉
永
七
年
H

安
政
元
年
に
旭
荘
が

山
陰
地
方
へ
遊
歴
す
る
際
に
直
入
か
ら
旭
荘
へ
贈
ら
れ
た
も

の
。
※
巻
頭
写
真
叫
参
照

5
.
虞
瀬
旭
荘
子
孫
家
伝
来
眼
鏡

虞
瀬
旭
荘
子
孫
宅
か
ら
発
見
さ
れ
た
眼
鏡
。
皮
製
の
袋
の
中

に
眼
鏡
が
四
つ
納
め
ら
れ
て
い
た
。
旭
荘
が
眼
鏡
を
使
用
し

て
い
た
こ
と
は

『
日
間
噴
事
備
忘
録
』
や
西
島
青
浦
に
よ
っ

て
画
か
れ
た

「廃
瀬
旭
荘
肖
像
画
」
(
公
益
財
団
法
人
慶
瀬

資
料
館
蔵
)
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
肖
像
画
の
眼
鏡
と
も
非

常
に
酷
似
し
て
お
り
、
実
際
に
旭
荘
が
使
用
し
て
い
た
も
の

で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

※
巻
頭
写
真
2
参
照

6
.
吉
川
松
谷
画
「
芝
仙
竹
寿
図
」

吉
川
松
谷
(
一
八

0
0
1
一
八
五
六
)
。
近
江
の
人
。
名
は
米
、

字
は
明
啓
、
別
号
に
少
穀
・
樵
谷
、
通
称
を
松
之
助
・
巳
之
介
。

彦
根
藩
士
で
あ
っ
た
が
、
大
坂
に
移
り
住
み
画
業
を
営
ん
だ
。

本
資
料
は
、

「芝
仙
竹
寿
」
と
題
し
て
、
霊
芝
・
水
仙
・
竹
・
石
・

長
春
(
蓄
積
)
を
画
い
た
も
の
。
己
酉
(
嘉
永
二
年
)
に
虞

瀬
旭
荘
に
送
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

※
巻
頭
写
真
犯
参
照

7
.
平
野
五
岳
画
虞
瀬
旭
荘
書

平
野
五
岳
が
絵
を
画
き
、
虞
瀬
旭
荘
が
書
宇
佐
添
え
た
合
作
。

旭
荘
が
「
雪
来
山
樵
」
を
名
乗
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
会
所

山
の
山
陰
「
雪
来
館
し
に
居
住
し
て
い
た
文
久
元
年
末
1
文

久
二
年

一
O
月
の
ま
で
の
聞
の
作
と
思
わ
れ
る
。
文
久
元
年

四
月
、
旭
荘
は
日
田
に
家
族
を
携
え
帰
郷
し
て
お
り
、
そ
の

時
の
住
居
と
し
た
の
が
会
所
山
の
山
陰
に
新
築
し
た
の
が

「
雪
来
館
」
で
あ
る
。
※
巻
頭
写
真
刊
参
照

8
.
旭
荘
先
生
西
省
巻
子
(
旭
荘
帰
省
)

嘉
永
四
年
五
月
、
旭
荘
は
敬
四
郎
の
母
親
で
あ
る
山
名
瑛
子

と
離
縁
し
、
一
度
目
田
へ
帰
郷
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の

時
、
旭
荘
の
西
省
を
知
っ
た
友
人
ら
は
旭
荘
に
向
け
て
詩
・

書
・
画
を
送
り
、
一
つ
の
巻
子
に
仕
立
て
も
の
が
本
資
料
で
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あ
る
。
本
資
料
は
全
長
一
八
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
で
、

大
変
長
い
巻
子
で
あ
る
。
冒
頭
の
後
藤
松
陰
を
始
め
、
田
能

村
直
入
、
柴
秋
郎
、
鼎
金
城
、
篠
崎
竹
陰
、
魚
住
荊
石
、
安

藤
秋
里
、
藤
井
藍
田
、
藤
井
竹
外
、
行
徳
玉
江
な
ど
二

O
名

を
超
え
る
文
人
ら
が
名
を
連
ね
、
最
後
に
は
藤
津
東
岐
の
書

が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
当
時
の
大
坂
の
主
だ
っ
た
文
人
た
ち

の
名
前
が
確
認
で
き
、
旭
荘
の
交
流
の
広
さ
を
う
か
が
う
こ

と
が
で
き
る
。
※
巻
頭
写
真
犯

l
1
・
2
参
照

9
.
虞
瀬
旭
荘
送
西
下
漢
詩
巻
子
(
旭
荘
西
下
)

旭
荘
が
山
陰
方
面
へ
遊
歴
す
る
に
あ
た
り
、
大
坂
の
友
人
た

ち
が
旭
荘
へ
送
っ
た
詩
・
書
・
画
を
巻
子
に
仕
立
て
た
の
が

本
資
料
。
全
長
二
三
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
。
名
前
が
見
え
る

文
人
は
、
後
藤
松
陰
を
始
め
と
し
て
、
奥
野
小
山
、
安
藤
秋
里
、

田
中
介
眉
、
魚
住
荊
石
、
藤
津
東
岐
、
坂
上
九
山
(
平
野
屋

甚
左
衛
門
)
、
小
林
石
峰
、
鼎
金
城
、
柴
秋
郁
な
ど
三

O
名

近
い
文
人
ら
が
寄
せ
て
い
る
。
※
巻
頭
写
真
お
参
照

同
王
治
本
書

王
治
本
(
一
八
三
五
1
一
九

O
八
)
。
清
の
人
。
文
人
。
号

は
黍
(
漆
)
固
な
ど
。
明
治
一

O
年
(
一
八
七
七
)
に
中
国

語
の
教
師
等
と
し
て
来
日
。
の
ち
中
国
公
使
嘱
託
に
な
る
。

東
京
で
は
元
高
崎
藩
主
・
大
河
内
輝
声
そ
始
め
と
し
た
日
本

近
代
の
漢
詩
人
ら
と
筆
談
を
も
っ
て
交
流
し
た
。
王
治
本
は

明
治
一
五
年
に
静
岡
を
、
明
治
二

O
年
に
は
熊
本
を
訪
問
し

て
い
る
。
敬
四
郎
は
明
治
一
五
年
に
は
静
岡
租
税
局
、
熊
本

県
で
は
明
治
一
九
年
よ
り
収
税
長
と
し
て
赴
任
し
て
お
り
、

静
岡
・
熊
本
の
い
ず
れ
か
で
王
治
本
と
面
会
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
※
巻
頭
写
真
犯
参
照

日
.
虞
瀬
青
郎
作
・
敬
四
郎
書
「
七
言
絶
句
」

鹿
瀬
淡
窓
の
養
子
と
な
り
、

三
代
塾
主
と
な
っ
た
青
郎
(
範

治
)
の
漢
詩
。
七
言
絶
句
。
元
日
に
あ
た
り
、
漢
詩
を
作
成

す
る
も
病
気
の
た
め
筆
を
と
れ
な
か
っ
た
青
郁
に
代
わ
り
、

敬
四
郎
が
書
い
た
も
の
。
敬
四
郎
は
明
治
五
年
か
ら
八
年
の

問
、
東
京
の
慶
応
義
塾
で
学
ん
で
お
り
、
青
郁
が
住
ん
で
い



た
東
京
神
楽
坂
の
「
東
宜
園
」
に
も
出
入
り
し
て
い
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
ま
た
敬
四
郎
、
か
地
方
官
吏
と
し
て
就
職
し
た

の
ち
も
手
紙
の
や
り
と
り
が
続
い
て
お
り
、
青
郁
と
敬
四
郎

は
と
て
も
親
し
い
関
係
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
青
郎
は
こ

の
漢
詩
を
作
成
し
て
か
ら
、
約
一
ヶ
月
後
の
明
治
一
七
年
二

月
三
日
、
六
六
歳
で
亡
く
な
っ
た
。
※
巻
頭
写
真
引
参
照

向
山
下
秀
実
書

熊
本
県
書
記
官
で
あ
っ
た
山
下
秀
実
が
虞
瀬
敬
四
郎
に
送
っ

た
書。

明
治
一
九
年
(
一
八
八
六
)

一一

月
よ
り
敬
四
郎
は

熊
本
県
収
税
長
を
務
め
て
い
た
が
、
明
治
二
三
年
一

O
月
に

神
奈
川
県
収
税
長
へ
転
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
こ
と

を
受
け
て
.
山
下
秀
実
が
そ
の
栄
転
そ
漢
文
で
褒
め
称
え
て

送
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
山
下
は
内
務
省
に
勤
務
し
、

静
岡
県
や
熊
本
県
警
察
部
に
お
い
て
部
長
の
後
、
熊
本
県
書

記
官
を
務
め
た
。
明
治
二
二
年

(
一
八
八
九
)
に
設
置
さ
れ

た
日
本
赤
十
字
社
熊
本
県
委
員
部
で
は
、
副
長
を
務
め
て
い

る
。
※
巻
頭
写
真
日
参
照

日
.
虞
瀬
敬
四
郎
辞
令
等

康
瀬
敬
四
郎
は
、
明
治
五
年
(
一
八
七
二
)
に
戚
宜
固
か
ら

慶
膿
義
塾
に
入
社
し
た
の
ち
、
明
治
八
年
に
は
慶
応
か
ら
埼

玉
県
中
学
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
明
治
一

O
年
に

は
群
馬
県
に
入
庁
し
、
学
務
課
に
務
め
主
に
教
育
行
政
に
携

わ
っ
た
。
明
治

二
二
年
か
ら
は
大
蔵
省
に
出
向
し
、
収
税
業

務
に
携
わ
っ
た
。
赴
任
地
は
、
宮
城
県
仙
台
市
・
静
岡
県
静

岡
市
・
愛
媛
県
松
山
市
・
熊
本
県
熊
本
市
・
神
奈
川
県
横
浜

市
で
あ
る
。
愛
媛

・
熊
本
・
神
奈
川
で
は
収
税
長
を
務
め
て

いマ匂
。

u.
虞
瀬
敬
四
郎
履
歴
書

庚
瀬
敬
四
郎
は
、
明
治
二
七
年
一
月
一
七
日
に
四
四
歳
の
若

さ
で
神
奈
川
県
収
税
長
在
職
時
に
亡
く
な
っ
た
。
本
資
料
は

明
治
一

O
年
の
群
馬
県
入
庁
か
ら
最
期
の
赴
任
地
で
あ
る
神

奈
川
県
収
税
長
ま
で
の
経
歴
そ
記
し
た
履
歴
書
。
在
職
中
に

敬
四
郎
が
亡
く
な
っ
た
た
め
、
固
に
対
し
て
弔
慰
金
な
ど
の

請
求
の
た
め
に
敬
四
郎
の
経
歴
を
整
理
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

問
中
洲
家
具
目
録

本
資
料
は
慶
応
四
年
(
一
八
六
八
)
に
旭
荘
家
族
ら
が
住
ん

で
い
た
中
洲
の
家
具
を
調
べ
た
目
録
。
直
属
瀬
旭
荘
が
亡
く
な

っ
た
の
ち
、
妻
・
瀧
や
遺
児
で
あ
る
敬
四
郎
・
正
吉
・
龍
吉

は
日
田
で
生
活
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
住
屈
と
な
っ
た
の

が
中
洲
(
中
ノ
島
)
で
あ
る
。
中
洲
は
戚
宜
園
が
所
在
す
る

堀
田
村
の
内
で
あ
り
、
旭
荘
は
生
前
、
中
洲
に
梅
を
植
え
て

梅
林
と
し
て
い
た
と
い
う
。

日
.
故
鹿
瀬
謙
吉
叙
位
記
及
び
沙
汰
書

大
正
二
二
年
(
一
九
二
四
)
二
月
一
一
日
に
従
五
位
に
追
贈

さ
れ
た
も
の
。
同
様
の
も
の
が
公
益
財
団
法
人
蹟
瀬
資
料
館

¥

に
も
保
管
さ
れ
て
い
る
。

げ
.

「
御
遺
置
書
付
之
写」

大
坂
よ
り
兄
・
淡
窓
の
見
舞
い
の
た
め
に
日
田
に
帰
っ
て
き

た
旭
荘
が
、
自
身
の
身
の
上
に
万
が
一
の
こ
と
が
あ
っ
た
時

の
た
め
に
備
え
て
、
三
人
の
子
供
で
あ
る
孝
之
助
(
林
外
)
・

仁
(
敬
)
四
郎
・
正
吉
に
宛
て
た
遺
言
の
写
し
。
旭
荘
直
筆

の
も
の
は
、
虞
瀬
資
料
館
に
伝
わ
る
。
内
容
は
林
外
を
本
家

と
す
る
こ
と
や
遺
産
相
続
、
ま
た
敬
四
郎
・
正
吉
に
つ
い
て

は
二
O
歳
ま
で
は
勉
強
す
る
こ
と
を
説
き
、
そ
の
後
の
進
路

は
好
き
に
し
て
よ
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
特
に
興
味
深
い

の
は
、
一
年
に
一
度
は
誰
で
も
よ
い
か
ら
旭
荘
の
墓
を
参
る

よ
う
に
と
書
い
て
あ
る
点
で
あ
る
。
都
会
で
葬
ら
れ
た
場
合
、

三
年
間
香
花
が
絶
え
る
と
お
墓
が
撤
去
さ
れ
る
か
ら
だ
と
い

う
。
旭
荘
が
亡
く
な
っ
た
の
は
こ
の
遺
言
が
書
か
れ
て
か
ら

七
年
後
で
あ
る
文
久
三
年
(
一
八
六
三
)
八
月
一
七
日
で
あ

る。
日
.
「
御
教
戒
書
」

文
久
元
年
四
月
、
旭
荘
は
大
坂
か
ら
日
田
に
帰
郷
し
て
い
た
。

乙
の
時
期
、
戚
宜
園
の
塾
主
を
務
め
て
い
た
虞
瀬
青
郎
は
九

月
に
江
戸
へ
遊
学
し
て
お
り
、
そ
の
期
間
は
林
外
が
塾
政
を

預
か
る
こ
と
に
な
っ
た
。
旭
荘
は
、
息
子
で
あ
る
林
外
に
対

し
て
、
様
々
な
助
言
を
行
っ
た
の
が
本
資
料
で
あ
る
。
自
身

の
経
験
に
基
づ
く
助
言
の
ほ
か
、
旭
荘
の
後
妻
で
あ
る
継
母

に
対
し
て
、
も
っ
と
よ
く
仕
え
る
よ
う
に
と
も
苦
言
を
呈
し

て
い
る
。
文
久
三
年
(
一
八
六
三
)
六
月
、
青
郁
が
府
内
藩

校
遊
罵
館
に
招
か
れ
た
た
め
、
林
外
が
正
式
に
威
宜
圏
第
四

代
塾
主
に
就
任
し
た
。

円
.
印
章
及
び
印
材
・
文
房
具
等

虞
瀬
旭
荘
お
よ
び
敬
四
郎
が
使
用
し
た
と
思
わ
れ
る
印
章

(
落
款
類
)
、
印
材
、
文
鎮
や
筆
置
、
墨
台
(
墨
床
)
な
ど
の

文
房
具
。
虞
瀬
旭
荘
の
「
謙
印
」
、
「
吉
甫
」
や
敬
四
郎
の
「
庚

瀬
敬
印
」
「
日
田
」
(
敬
四
郎
は
号
を
日
田
と
名
乗
っ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
)
な
ど
の
落
款
類
、
が
見
ら
れ
る
。

※
五
頁
参
照

m.
虞
瀬
旭
荘
書
「
細
字
書」

文
久
二
年
一

O
月
、
日
田
に
帰
郷
し
て
い
た
虞
瀬
旭
荘
と
そ

の
家
族
は
、
長
年
暮
ら
し
た
大
坂
へ
再
び
戻
る
こ
と
に
な
っ

た
。
と
こ
ろ
が
、
儒
者
が
暗
殺
さ
れ
る
な
ど
政
情
が
不
安
定

な
こ
と
、
旭
荘
が
病
気
が
ち
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
理
由
に

池
田
(
現
・
大
阪
府
池
田
市
)
へ
転
居
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

本
書
に
は
、
旭
荘
の
病
状
が
非
常
に
悪
化
し
て
い
る
こ
と
を

書
い
て
お
り
、
自
身
の
死
が
近
い
こ
と
を
悟
っ
て
い
る
様
子

が
う
か
、
か
え
る
。
旭
荘
の
日
記

『
日
間
噴
事
備
忘
録
』
の
文

久
三
年
七
月
二
四
日

1
二
五
日
条
に
二
日
間
か
け
て
書
を
作

成
し
て
お
り
、
そ
の
書
を
府
内
藩
大
坂
蔵
屋
敷
の
谷
口
氏
に

託
し
て
い
る
が
、
こ
れ
が
本
書
で
あ
ろ
う
か
。
翌
月
の
八
月

一
七
日
、
鹿
瀬
旭
荘
は
五
七
歳
で
亡
く
な
っ
た
。

※
巻
頭
写
真
持
参
照
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虞
瀬
敬
四
郎
履
歴
書

康
瀬
敬
四
郎

族

籍
年
齢
及
出
生
地

旧
藩
旧
名

年
同
抗
干
支
月
日

明
治
十
年
二
月
二
十
二
日

全

日

全

日

全
年
八
月
二
十
七
日

-明
治
十
一
年
一
月
四
日

全

年

一

月

二

十
五
日

全

年

三

月

三

十

日

明
治
十
一
年
四
月
十
五
日

全全

年
五
月
廿
日

年
十
一
月
十
八
日

全

年
十
二
月
廿
七
日

明
治
十
二
年

一
月
四
日

全 全

年
一
月
七
日

年
三
月
廿
二
日

全 全 全全全

年
四
月
十
四
日

年
四
月
廿
二
日

年
五
月
十
九
日

年
七
月
十
七
日

大
分
勝
平
民

豊
後
園
日
田
郡
豆
田
町
七
百
四
十
六
番
地

嘉
永
四
年
辛
亥
十
月
十
七
日
摂
津
圏
西
成
郡
淡
路
町
ニ
出
生

任

免

賞

罰

事

故

任
群
馬
豚
七
等
属

第
五
課
事
務
申
仕
候
事

嘗
分
師
範
学
校
副
長
、
心
得
申
付
候
事

小
学
校
定
規
試
験
執
行
ト
シ
テ
出
張
申
付
候
事

平
素
撃
事
勉
励
ニ
付
金
拾
円
下
賜
候
事

飽
馬
西
撃
校
外
二
校
開
校
ニ
付
出
張
申
付
候
事

十
八
番
中
筆
生
徒
昇
級
試
験
ト
シ
テ
高
崎
駅
ヘ
出
張

申
付
候
事

第
四
十
二
番
中
祭
区
小
山
学
校
定
規
試
験
ト
シ
テ
出
張

申
付
候
事

教
育
舎
議
ニ
付
神
奈
川
勝
ヘ
出
張
申
付
候
事

各
小
学
校
生
徒
定
規
試
験
ト
シ
テ
撃
区
取
締
大

塚
半
蔵
外
一
名
持
区
ヘ
出
張
申
付
候
事

御
巡
幸
ノ
節
課
員
多
人
数
派
出
課
務
多
端
ノ
際

霊
力
候
ニ
付
為
慰
労
金
七
拾
銭
下
賜
候
事

終
年
職
務
勉
励
ニ
付
金
八
円
参
拾
三
一銭
三
厘
下

賜
候
事

由
学
則
改
正
教
育
規
程
取
調
掛
申
付
候
事

定
規
試
験
行
ニ
付
東
郡
馬
郡
各
向
学
校
為
巡
廻
出

張
申
付
候
事

鳥
川
学
校
定
規
試
験
臨
艶
ト
シ
テ
出
張
申
付
候
事

豚
舎
答
耕
委
員
申
付
候
事

任
群
馬
豚
六
等
属

師
範
祭
校
副
長
、
心
得
差
免
候
事

皇
太
后
宮
伊
香
保
ヘ
行
啓
ノ
節
御
列
外
ニ
属
シ

供
奉
ノ
輩
不
時
串
当
官
手
賞
ト
シ
テ
ノ
出
張
申

付
候
事

官
街

群
馬
賂

全
全全全会全群

馬
豚

会全全全全全全 全 全全全

全

年
十
月
二
十
八
日

全

年
十

一
月
五
日

全全

年
十
一
月
廿
四
日

年
十
二
月
十
三
日

年
十
二
月
廿
五
日

明
治
十
三
年
二
月
十
三
日

全

年

二
月
十
六
日

全

年

二
月
十
七
日

会

年

九

月

十

日

全全

年

十

月

廿

五

日

明
治
十
四
年
二
月
七
日

全全

年
八
月
廿
七
日

年
十
月

一
日

全

年
十
二
月
廿
七
日

明
治
十
五
年
二
月
六
日

全

年
二
月
廿
八
日

全

年
三
月
十
四
日

全

年
三
月
十
五
日

北
甘
楽

・
緑
野
両
郡
豚
令
巡
按
ニ
付
随
行
申
付

候
事

新
田
山
田
邑
楽
三
郡
将
令
巡
回
ニ
付
随
行
申
付

候
事

思
ナ
事
奨
励
ト
シ
テ
碓
氷
郡
巡
回
申
付
候
事

南
勢
多
郡
大
胡
周
子
校
新
築
落
成
開
校
式

執
行
ニ
付
臨
場
且
近
傍
学
校
巡
視
申
付
候
事

任
群
馬
勝
五
等
属

御
用
有
之
大
蔵
省
ヘ
出
向
申
付
候
事

任
五
等
属
但
租
税
局
出
務

新
課
掛
詰
申
付
候
事

本
年
一
月
廿
六
日
夜
高
寄
駅
大
災
ニ
付
擢
災
者

ヘ
為
救
岨
金
武
円
致
施
輿
候
段
奇
特
ニ
候
事

レ
ラ

客
事
局
列
刺
病
流
行
ノ
際
議
防
費
ノ
内
、

金

壱
円
五
拾
銭
寄
附
候
段
奇
特
ニ
候
事

租
税
局
仙
塞
出
張
所
在
勤
申
付
候
事

十
三
年
度
酒
造
検
査
井
酒
桶
検
査
監
査
ト
シ
テ

更
ニ
宮
城
豚
外
五
豚
ヘ
出
張
申
付
候
事

但
証
券
印
紙
税
其
他
雑
税
検
査
方
監
査
ノ
職
モ
兼
務

可
致
事

租
税
局
静
岡
出
張
所
在
勤
申
付
候
事

拙
者
不
在
中
代
理
相
違
候
事

出
張
所
事
務
多
端
ノ
折
柄
格
別
勉
励
候
ニ
付

武
拾
円
下
賜
候
事

駿
一豆
地
方
酒
造
検
査
方
監
査
弁
園
税
領
収

ノ
義
各
郡
役
所
ヘ
協
議
ノ
為
巡
回
申
付
候
事

事
務
勉
励
ニ
付
為
慰
労
月
給
三
分
ノ
一

ト
賜

候
事

遠
州
村
々
酒
造
検
査
井
ニ
園
税
領
収
ノ
義
各
郡

役
所
ヘ
為
協
議
出
張
申
付
候
事

出
張
所
事
務
多
端
ノ
折
柄
格
別
勉
励
候
ニ
付

26 

全全全全会会全大
蔵
省

租
税
局

群
馬
豚

全租
税
局

大
蔵
省

租
税
局

租
税
局
静
岡
出
張

所
長
大
義
少
書

記
官

租
税
局
静
岡

出
張
所

A
L
 

大
蔵
省

静
岡
組
税
局

出
張
所

大
蔵
省



全全全全

年
四
月
廿
九
日

年
六
月
廿
九
日

年
七
月
八
日

年
八
月
三
十
日

明
治
十
五
年
十
月
廿
四
日

全

年

十

二

月

廿

五

日

明
治
十
六
年
一
月
九
日

全

年
一
月
廿
六
日

全

年
二
月
十
七
日

全全全

年
五
月
廿
六
日

年
六
月
七
日

年
六
月
十
五
日

全

年
九
月
廿
八
日

全全

年
九
月
廿
九
日

年
十
一
月
八
日

明
治
十
七
年
二
月
廿
八
日

全

年

三

月

七

日

全

年
四
月
四
日

全全全

年
五
月
二
十
日

年
五
月
二
十
日

年
五
月
廿
三
日

金
拾
円
下
賜
候
事

全
上
ニ
付
金
武
拾
円
下
賜
候
事

全
上
ニ
付
金
武
拾
円
下
賜
候
事

任
四
等
属

出
張
所
事
務
多
端
ノ
折
格
別
勉
励
ニ
付
金
武
拾

円
ト
賜
候
事

全
上
ニ
付
金
武
拾
円
下
賜
候
事

全
上
ニ
付
金
武
拾
円
下
賜
候
事

酒
造
検
査
方
監
査
ト
シ
テ
出
張
申
付
候
事

出
張
所
事
務
多
端
ノ
折
格
別
勉
励
ニ
付
金
武

拾
円
下
賜
候
事

昨
十
五
年
中
事
務
勉
励
ニ
付
為
慰
労
金
拾
六
円

六
拾
六
銭
六
厘
下
賜
候
事

帰
東
京
申
付
候
事

任
三
等
属

帰
東
京
申
付
置
候
処
更
ニ
嘗
分
静
岡
出
張
所

在
勤
申
付
候
事

出
張
所
事
務
多
端
ノ
折
柄
格
別
勉
励
ニ
付
金
参

拾
五
円
下
賜
候
事

任
二
等
属

遠
江
園
城
東
郡
中
地
債
修
正
額
不
服
村
々
刈
様

友
矩
草
印
紙
貼
用
検
査
方
監
査
ト
シ
テ
出
張

申
付
候
事

事
務
勉
励
ニ
付
為
慰
労
金
五
拾
円
下
賜
候
事

酒
造
検
査
方
監
査
ト
シ
テ
所
轄
内
ヘ
出
張
申
付

候
事

出
張
所
事
務
多
端
ノ
折
格
別
勉
励
候
ニ
付
金
参

拾
五
円
下
賜
候
事

大
蔵
省
中
主
税
局
被
置

任
二
等
主
税
属

青
木
権
少
書
記
官
帰
京
ニ
付
元
租
税
局
名
古
屋

出
張
所
ノ
事
務
引
継
ト
シ
テ
出
張
申
付
候
事

全 全 全 全大
蔵
省

全租
税
局
静
岡

出
張
所

大
蔵
省

全全全全全全租
税
局
静
岡

出
張
所

大
蔵
省

税
局
静
岡

出
張
所

大
蔵
省

主
税
局

全

全全

年
六
月
十
一
日

年
六
月
三
十
日

明
治
十
七
年
七
月
廿
九
回

全全全

年
十
月
九
日

年
十
二
月
五
日

明
治
十
八
年
五
月
廿
九
日

明
治
十
九
年
一
月
十
三
日

全

年

八

月

廿

一

日

全

年

十

一

月

十

三

日

全

日

明
治
廿
年
二
月
二
十
日

全

年

八

月

三

日

全

年

八

月

廿

八

日

明
治
廿
一
年
三
月
七
日

全

年

五

月

二

日

全

年
七
月
十
八
日

全

年
十
二
月
廿
五
日

明
治
二
十
二
年
二
月
廿
八
日

全

年

三

月

十

八

日

全

年

四

月

十

二

日

全

年

八

月

一

日

全

年

九

月

廿

七

日

明
治
二
十
二
年
十
月
十
九
日

全

年

十

一

月

五

日

日

酒
税
課
詰
申
付
候
事

旧
租
税
局
静
岡
出
張
所
事
務
多
端
ノ
折
格
別

勉
励
ニ
付
金
武
拾
七
円
下
賜
候
事

任
愛
媛
豚
収
税
長

日
俸
六
拾
円
下
賜
候
事

叙
従
七
位

本
年
八
月
暴
風
ノ
節
愛
媛
豚
下
権
災
者
へ
金
拾
円

施
与
候
段
奇
特
ニ
付
為
其
賞
木
杯
盃
一
個
下
賜
候
事

旧
租
税
局
静
岡
出
張
所
事
務
勉
励
ニ
付
為
慰
労

金
拾
円
下
賜
候
事

自
今
月
俸
七
拾
円
下
賜
候
事

叙
奏
任
官
五
等
賜
上
級
俸

任
熊
本
勝
収
税
長

叙
奏
任
官
五
等
賜
上
級
俸

御
用
ニ
付
上
京
被
仰
付

御
用
有
之
福
阿
蘇
ヘ
出
張
被
仰
付

御
用
有
之
福
岡
豚
ヘ
出
張
被
仰
付

御
用
有
之
長
崎
勝
ヘ
出
張
被
仰
付

菊
池
神
社
例
祭
ニ
付
奉
幣
使
代
理
ト
シ
テ
参

向
被
仰
付

御
用
有
之
鹿
児
島
大
分
両
豚
ヘ
出
張
被
仰

斗リ土
地
整
理
事
業
精
励
ニ
付
為
慰
労
金
七
拾
五
円

下
賜

来
ル
三
月
四
日
祈
年
祭
ニ
付
菊
池
神
社
奉
幣

使
代
理
ト
シ
テ
参
向
被
仰
付

御
用
有
之
福
岡
佐
賀
両
勝
ヘ
出
張
被
仰
付

御
用
有
之
上
京
被
仰
付

陛
叙
奏
任
官
四
等
賜
下
級
俸

文
官
普
通
試
験
委
員
被
御
仰
付

御
用
有
之
長
崎
将
ヘ
出
張
被
仰
付

明
治
十
八
年
十
一
月
ヨ
リ
全
廿
年
一
月
マ
テ
ニ
於
テ
愛
媛
賂

下
新
道
開
墾
費
ト
シ
テ
金
四
拾
壱
円
余
寄
附
候

全 全太
政
官

全全賞
勲
局

主
税
局
.

内

閣

全全全熊
本
腕
肺

全全全全全全全全全内

閣

熊
本
勝

熊
本
勝

賞
勲
局

27 



全

年
十
一
月
十
八
日

明
治
廿
三
年
一
月
十
四
日

全

年

三

月

十

二

日

全

年
七
月
一
日

全全

年
七
月
廿
三
日

全全全

年
十
月
十
一
日

年
十
月
十
三
日

全全

年
十
月
十
四
日

年
十
二
月
八
日

明
治
廿
四
年
三
月
二
十
日

全

年
十
月
八
日

明
治
廿
四
年
十
月
廿
六
日

全

年

十

二

月

十

一

日

全

年

八

月

十

六

日

明
治
廿
五
円
十
一
月
廿
日

明
治
廿
六
年
十
一
月
十
日

全

年

全

月

十

八

日

日

段
奇
特
ニ
付
為
其
賞
木
杯

一
個
下
賜
候
事

新
嘗
祭
祭
ニ
付
奉
幣
使
代
理
ト
シ
テ
八
代
宮
ニ
参
向

被
仰
付

御
用
有
之
上
京
被
仰
付

舎
計
主
務
官
ヲ
命
ス

蛍
省
所
管
経
費
ヲ
捨
嘗
ス
ヘ
シ

明
治
十
九
年
九
月
愛
媛
賂
下
暴
風
ノ
節
権
災
者

ヘ
金
五
円
施
与
候
段
奇
特
ニ
候
事

明
治
廿
年
一
月
熊
本
勝
康
舎
建
築
費
ト
シ
テ
金
武
拾
円
寄
附

候
段
奇
特
ニ
付
為
其
賞
木
ハ
杯
一
個
下
賜
候
事

来
ル
八
月
三
日
八
代
宮
例
祭
ニ
付
奉
幣
使
代
理
ト
シ
テ

参

向

被

仰

付

任
神
奈
川
蘇
収
税
長

叙
奏
任
官
四
等

熊
本
豚
舎
計
主
務
官
ヲ
免
ス

嘗
省
所
管
経
費
ヲ
捨
言
ス
ヘ
シ

文
官
普
通
試
験
委
員
被
免

愛
媛
蘇
下
擢
災
窮
民
救
助
ト
シ
テ
金
五
円
寄
付

候
段
奇
特
ニ
候
事

熊
本
市
尋
常
碩
墓
小
皐
校
改
築
費
ト
シ
テ
金

六
円
寄
附
候
段
奇
特
ニ
候
事

明
治
二
十
二
年
中
豊
後
園
日
田
郡
洪
水
ノ
節
権
災

者
救
助
費
ト
シ
テ
金
拾
五
円
寄
附
候
段
奇
特
ニ
付

為
其
賞
木
盃
一
個
下
賜
候
事

明
治
廿
二
年
中
熊
本
勝
下
震
災
ノ
節
被
害
者
救

助
費
ト
シ
テ
金
拾
壱
円
寄
附
候
段
奇
特
ニ
付
為

其
賞
木
杯
一
個
下
賜

叙
正
七
位

地
方
高
等
官
俸
給
改
正
年
俸
千
四
百
円

勅
令
九
十
六
号
高
等
官
々
等
俸
給
令
ニ
依
リ
高
等
官

六
等
ニ
叙
セ
ラ
ル

文
官
普
通
試
験
委
員
ヲ
命
ス

陛
叙
高
等
官
五
等

日

熊
本
勝

全大
蔵
省

賞
勲
局

全熊
本
勝

大
蔵
省

全会熊
本
勝

賞
勲
局

全全賞
勲
局

神
奈
川
勝

内

閣

全

年

十

二

月

一

日

全

年

十

二

月

六

日

明
治
廿
七
年
一
月
十
七
日

全

改
正
地
方
官
制
賓
施

叙
従
六
位

叙
正
六
位

特
旨
ヲ
以
テ
位
一
級
被
進

日

28 

宮
内
省

全全

虞瀬敬四郎履歴書
「虞瀬旭荘・敬四郎文庫」



参
考
資
料

三虞

ユ一一一一郎薯
イ一一丁一一右蓄
~ I 衛圭
後 | 門世
藤 I ~ 
氏|桃、J 目 壬b

) 

図系家瀬虞

求感

;i 
之者
助

淡
窓

ト=一孝サ--範--ノ
ク 之窒ク 治第ブ

出吾託
林主原 郡主
外氏

チ
オ

ア
リ
(
秋
子
)

(
源
兵
衛
女
)

養
子
)

ク
二

力
モ

第
八
代
塾
主

貞
文
(
濠
田
)

力
ツ

元
義

庄

郎

(
新
貝
氏
養
子
)

ー
金
一
郎

義
嗣
子

~Il--完ミ

.

T

タ
ケ
(
貞
文
嫁
)

一

寸

ス

工
「
彦
蔵

一

l

ノ
ブ
(
モ
卜
)

l

久
右
衛
門
(
潤
吉
)

ー
キ
ク
(
一
一
代
三
右
衛
門
嫁
)

l

海
老
作

l

才
吉

l

ユ
イ

第
八
世七

三
郎
(
南
窓
)
|

フ
サ

ア
リ
(
合
原
氏
嫁
)

土
五
郎

(
吉
瀬
氏
)

弥 三 ナ久き

さ喜三差出
辛門麻(
島(生南
氏様氏骸

許理[
l 第|

ナ 源主一一キ
オ 兵出一「チ
(衛

右雨
衛窓
門
養養
女子

~ 

~ ザ壮旭瀬虞

百
次
郎

男一一一一謙警
三士一ー
ロ代

旭豊
荘

①
ア
サ
(
足
立
氏
)

② 
松

(
合
原
氏
)

議

(
平
野
氏
)

④
瑛
子
(
山
名
氏
)

言

(
清
水
氏
)

調
子
②

孝
之
助
(
林
外
)
②

悌
次
郎
②

忠
三
郎
③

信
子
④

埼
玉
県
中
学
・
群
馬
県
学
務
課

大
蔵
省
(
主
税
局
)
等
勤
務

敬
四
郎
④

巻
之

(
芳
村
)
|
士
昌
之
助

一日|什ロー日

義
子
⑤

正
吉
③

龍
吉
③

大
日
本
帝
国
陸
軍
善
通
寺
連
隊
区

司
令
官
・
歩
兵
中
佐

順
子
(
依
田
氏
嫁
)

啓
子
(
田
辺
氏
嫁
)

敏
子
(
坪
井
氏
嫁
)

勇

貞
年

大
日
本
帝
国
海
軍
中
佐

重
巡
洋
艦
・
筑
摩
副
官

|第
正二
雄匡

l
鉄
治

ー
恒
太

(
尚
貞
)
|
上

※謙吉(旭荘)の子に付された数字は、母親をさす。

第

二

世

1
貞
雄

I
道
貞

-
澄
子

I
武
貞

l
紀
久
代

ー
勝
貞

1
節
子

I
興
貞

明
子

29 



平成28年度成宜園教育研究センター企画展 .展示資料一覧

No 展示資料名 点数 法 量 所蔵先 備 考

虞瀬淡窓・旭荘・林外書 199.5 x 85.6 個人蔵(寄託品L紙本墨書掛軸

2 庚瀬旭荘書画「夢登富山」 205.5 x 67.7 個人蔵(寄託品) 絹本墨書掛軸

抄日間E貸事備録七月二日一則 23.6 x 33.0 個人蔵(寄託品)
庚瀬旭荘の日記(草稿)

キャンドルスナッフアー スケッチ 15.2 x 24.6 個人蔵(寄託品)

3 18.4 
キャンドルスナッファー I 

(箱部分・3.4x 3.0) 個人蔵(寄託品) 金属製持ち手の部分一部破損ヵ

抄日間E貨事備録七月二日一則(写し) 1 27.4 x 20.0 個人蔵(寄託品) 写し清書版

4 回能村小虎(直入)画「西下図」 1 181.5 x 62.0 個人蔵(寄託品) 紙本著色掛軸安政元年(1854)秋頃

庚瀬旭荘子孫家伝来眼鏡 4 

眼鏡の袋 (1) 16.5 x 17.4 

眼鏡(両耳紐あり) w 11.0 x 5.0 
5 個人蔵(寄託品) 江戸時代

眼鏡(片耳だけ紐あり) (1) 10.8 x 4.9 

眼鏡(紐なし) (1) 11.0 x 4.9 

眼鏡(紐なし) (1) 10.8 x 4.9 

6 吉川松谷画 「芝仙竹寿図」 l 194.8 x 62.7 個人蔵(寄託品) 嘉永 2年 (1849)頃紙本著色掛軸

7 平野五岳画庚瀬旭荘書 l 209.4 x 65.6 個人蔵(寄託品) 文久2年(1862)頃紙本著色掛軸

8 旭荘先生西省巻子(旭荘帰省) 1 22.9 x 1874.1 個人蔵(寄託品) 嘉永 4年 (1851)紙本墨書・著色巻子

9 虞瀬旭荘送西下漢詩巻子(旭荘西下) l 21.1 x 1367.5 個人蔵(寄託品) 嘉永 7年 (1854)紙本墨書・著色巻子

10 王治本書 l 173.6 x 45.1 個人蔵(寄託品) 明治時代紙本墨書掛軸

11 虞瀬青郎作・敬四郎書「七言絶句」 l 196.9 x 62.6 個人蔵(寄託品) 明治 17年(1884)元白紙本墨書掛軸

12 山下秀実(集身山人)書 l 204.2 x 48.2 個人蔵(寄託品) 明治 23年 (1890)10月頃紙本墨書掛軸

虞瀬敬四郎辞令等 9 明治時代

群馬県第五課入庁辞令書 (1) 19.7 x 26.5 明治 10年2月 22日

教育会議への出張命令 (1) 26.5 x 19.7 明治 11年5月 30日

虞瀬敬四郎宛庚瀬青郎(範治)手紙(封筒〕 (1) 16.6 x 5.7 明治時代

虞瀬敬四郎宛庚瀬青都 (範治)葉書 (1) 14.1 x 9.1 明治 12年 1月 17日(消印)

13 大蔵省(仙台出張所勤務)の辞令 (1) 30.3 x 20.9 個人蔵(寄託品)
明治 13年 10月 25日

大蔵省勤勉手当 (1) 22.0 x 28.8 明治 15年 12月 25日

主税局(大蔵省)勤勉手当 (1) 28.7 x 22 明治 18年5月 29日

虞瀬敬四郎履歴書 (1) 23.1 x 17 明治 19年の愛媛県収税長時代に作成。

愛媛県新道開発のため寄付につき、賞勲局
(1) 27.8 x 19.3 明治 22年 11月5日

より大杯を下賜

14 虞瀬敬四郎履歴書 1 27.9 x 20.2 個人蔵(寄託品) 敬四郎死去後に作成されたもの。

15 中洲家具目録 l 32.8 x 12.2 個人蔵(寄託品) 慶応 4年 (1868)に作成されたもの。

1 22.8 x 30.9 個人蔵(寄託品)
16 故庚瀬謙吉叙位記及び沙汰書 大正 13年 (1924)2月 11日。「贈従五位」

1 22.8 x 30.9 個人蔵(寄託品)

17 「御遺置書付之写」 l 32.0 x 23.9 個人蔵(寄託品) 安政 3年 (1856)閏 5月 l日

18 「御教戒書」 24.0 x 16.8 個人蔵(寄託品) 文久元年 (1861)10月

印章及び印材・文房具等 34 江戸後期~明治時代

庚瀬敬四郎落款印(両面) (1) 2.5 x 2.4 x 2.9 木製

落款印 (1) 2.4 x 1.6 x 2.7 石製梅の装飾を施す

手喜款印 (1) 3.7 x 3.7 x 6.3 石製牡丹の装飾を施す

獅子落款印① (1) 3.7 x 1.7 x 5.0 石製
19 個人蔵(寄託品)

獅子落款印② (1) 3.4 x 1.5 x 7.0 石製 「寧静」

獅子落款印③ (1) 2.8 x 1.6 x 6.4 石製

文鎮 (1) 4.4 x 14.7 x 2.8 金属製. 
廃瀬旭荘銅製落款印(龍) (1) 5.7 x 5.7 x 3.6 銅製

墨台(墨床) (1) 6.6 x 9.6 x 3.0 石製
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筆置 (1) 1.8 x 1 7.3 x 4.4 金属製

落款印 (1) 2.3 x 1.2 x 6.6 石製

落款印 (1) 4.7 x 2.3 x 4.4 石製

落款印 (1) 1.8 x 1.8 x 6.6 水晶

落款印 (1) 1.2 x 1.1 x 2.2 石製

落款印「謙」 (1) 1.3 x 1.5 x 2.8 水品(青色)

落款印「吉甫」 (1) 1.5 x 1.6 x 3.1 水晶(青色)

落款印「謙印」 (1) 2.6 x 2.6 x 3.5 石製緑色

落款印「吉甫」 (1) 2.7 x 2.7 x 3.4 石製緑色

印「康瀬」 (1) 2.2 x 1.4 x 5.5 象牙ヵ

落款印 (1) 2.9 x 1.1 x 1.8 石製

落款印 (1) 1.3 x 1.3 x 3.1 石製
19 個人蔵(寄託品)

落款 (1) 1.3 x 1.4 x 2.5 石製

落款 (1) 1.5 x 1.0 x 3.4 石製

落款 (1) 1.4 x 1.4 x 2.5 石製

印材 (1) 2.1 x 1.3 x 4.5 石製

印材 (1) 2.3 x 1.3 x 6.7 象牙ヵ

印材 (1) 1.5 x 1.5 x 3.8 水晶

印材 (1) 1.2 x 1.2 x 4 水品

印材 (1) 2.1 x 2.1 x 5.3 石製黒

印材 (1) 2.1 x 2.1 x 5.2 石製黒、庚瀬敬印と下書きあり

印材 (1) 2.1 x 2.1 x 3.4 木製

印材 (1) 2 x 2 x 3.4 木製

印材 (1) 2.2 x 1.3 x 4.3 木製

20 庚瀬旭荘書「細字書」 l 196.7 x 77.5 個人蔵(寄託品) 文久3年(1863)7月頃紙本墨書掛軸
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